
司吾必h・
音崎

事九十九奉第四摂

沖縄におけるドノレ切替えを
めぐる論争について111-...•. ・・・H ・H ・-ー・小野一一郎

国防予算制度の合理化とその現実的傾向 池 上 惇 22 

静学的産業連関論と再生産表式 (2)....... ・ ・野津正徳 37 

30年代アメリカ鉄鋼業の独占的構造 ・・稲 垣 武 日

昭和四十二年四月

束郡大事経済事奮



58 (378) 

30年代アメリカ鉄鋼業の独占的構造

鉄鋼「管理価格J成立の前提一一

稲 垣

I 序論

武

アメリカ鉄鋼業は，世紀の変り目寺象徴する u.sスチーノレの成立以来典型

的な重工業独占として発展をとげた。金融資本支配の早〈からの確立，原料資

源の独占，その国民経済に占める戦略的地位からも，それは典型的な独占産業

である。なるほど第 2次大戦以降の軍事科学の発達を基礎とする技術革新は，

鉄鋼業を主導的産業としての地位から脱落させた九しかしアメリカ鉄鋼業は，

今日なお強力な基礎産業，独占産業として顕著な存在であれ鉄鋼独占体の市

場支配力は，その強力な独占価格の維持において集中的に表現されている。こ

の意味において鉄鋼業は， 30年代，特に戦後多くの経済学者達により「管理価

格」的産業の好例として論ぜられてきた。従来のかかる「管理価格」論の重点

は，鉄鋼業における価格指導性，非価格競争，製品分化から経営者の中立性に

及ぶ諸特徴を論じたものであった。殊にこれら理論に共通するものは， 30年代

より顕著になった新しい競争形態，非価格競争を過大評価し，価格の問題がも

はや第三義的となったとする点である o この代表的なものとしてパーリと共著

者である『近代株式会社と私有財産』のミ -yズを挙げることができる。 1935

牛に議会の報告書わで，彼は「管理価格」という概念を導入し大不況と独占価

格の問題壱追求した。彼の見解は，戦後の労作『企業の価格決定力企公共性.1"

に集大成されている。

1) バ ロ「最高の金融帝国」邦訳， 158頁。

2) G. C. Means， 1nd則的alP刊日sand Their Relative 1n.伊exibility.Senate Doc.. No. 13 
(74 th Cong.) 

3) G. C. Means， Prici吋 Powe1' & the P叫 lic1nt;:rest. A Study based 開 Steel.1961邦訳
「企草の価楕決定力と公共性J (ダイヤモソド社)。
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彼は，鉄鋼業において典型的にみられる「管理価格Jの諸特徴壱企業の価格

政策=目標価格決定方式により統一的に把握した。これは投資に対する目標報

酬と操業度より製品価格を逆算する決定方式である。彼はこれを能率的で適応

性のあり，強力な企業管理の用具であると共に，投資に対する目標報酬という

長期的考察に立つので景気変動にも安定的であると高く評価している。 この

「管理価格」成立の前提は，一産業を少数で支配する巨大な近代会社の出現に

あり，これにより古典的競争論では解決し難い少数生産者聞の新しい競争形態

= r管理的競争」壱成立吉せ，就中市場参加の困難な場合，既存の生産者ば，

「現在の利潤を高くしようとすることと現在の利潤音大きくすれば新入者を招

くことになり反対のやり方を Fれば，将来の利潤骨伸ばせないという危険と，

両者のパランスをねらって価格が決められる」へここに長期的利潤追求の価格

政策=目標価格決定方式成立の前提をみる。更に彼は反トラスト法等の政府活

動の脅威と巨大企業内部管理の困難性の二条件を挙げている。彼ほ大不況以降

の高度の集積とこれに伴う国家の経済干渉舎も含めた競争条件の変化，不安定

件とこれに対応する巨大企業内部の統制とを統一的に管理する手段としてこの

決定方式を把握した。だが，彼の困難な参加条件として把えた生産の高度の集

積は独占体に「管理価格」決定方式を与えたが，それが商品生産と私的所有の

基礎上の集積であるかぎり，生産の社会化の最高度の発展の成果を少数の独占

体が独占利潤追求の源泉とするかぎりでは，不可避的に社会的無政府性，投機

性を強めざるをえないであろう。彼は「管理価格」が不可避的にもたらさざる

をえない諸矛盾をどのように理解したであろうか。彼は「管理価格」のもた

らす諸矛盾を近代的大企業と国民経済との関連で次のように把えた。すなわち

「管理価格」による利潤追求は，古典競争で達成された公共の利益，① 価格

と原価の正常な関係，⑧ 所得の正常な分配，③ 資源の最適活用，④技術

発達，を破壊することにより国民経済に大問題をもたら1とj-Q 0 r管理価格」

は，物価騰貴をもたらし，所得分配を歪め，産業聞の諸関係を分裂させ，資源

4-) Ib~d. ， 邦訳， 196頁。
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の最適活用を妨げ，大企業は独自の研究活動により新技術を開発させながらも，

他方では新技術の採用を緩慢にさせる等を彼は認めざるをえなかった')。

それでは，彼の理論の中にある以上の如き自己矛盾をし、かに解決するのであ

ろうか。彼は前述のように企業の価格支配壱認めつつもその理論的出発点を

「大企業はし川、ものだJ6)という命題におき， r所有と支配の分離」から巨大企

業の私企業性喪失を説き，経営者の役割を重視して，独占企業であることを否

定した'" よって「管理価格」は独占価格でなくこの自己矛盾は， 国家が目標

価格決定方式と経営者の中立性を利用することにより「管理価格」は「公共の

剥益」と合致しうるとして理論的解決を見山したのであったへ このようにミ

--:/..Aは，大不況より支配的となった新しい競争形態を「管理価格」として一

面的k美化し，階級対立や経済生活全面にわたる不安定性を隠蔽し美化するこ

とになった。

以上従来の「管理価格」論の諸特徴を整理したが，このような調和論におち

入ったのは，独占的支配関係との関連で独占価格壱考察せず，生産の社会化の

最高度の発展を独占的支配関係から機械的に切離すことにより近代化論になっ

たことによるものである。

以上の点よりわれわれは，さしあたり次の点を確認することができる。 r管
理価格J論の解明はその前提たる独占の本質から出発すべきであること。独占

体はレーェ yの証明した如く私的所有と商品生産の基礎上にお付る生産の高度

の集積の中から生成発展したものであり，この集積は不可避的に一定の独占的

支配関係を確立させ，これに基いて生産の社会化の最高度の発展の成果を独占

的超過利潤の源泉に転化せしめる。よって独占価格の問題もこの独占的支配関

係の下での独占利潤追求の手段として具体的にその内容を解明しなければなら

ないであろう。以上の前提の上で，われわれは r管理価格」成立期といわれ

る30年代アメリヵ鉄鋼業を例にとれ鉄鋼「管理価格」成立の諸条件を解明

5) Ibid.，邦乱 249-260頁。

6). 7) 1仇d 邦訳，序文丑び同書，第4部参問。

.8) Ibid. 邦訳j 同書，第4部. 17章以下参照。
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することによって， r管理価格」研究の手がかりを得ることにしたい。本論で

は，鉄鋼「管理価格」成立の基礎たる 30年代アメリカ鉄鋼業における生産と

資本の集積において成立する独占的支配関係の諸特徴壱解明し，次いでとの諸

特徴が鉄鋼独占体の企業内部の搾取形式及びその支配体制にいかなる特徴を与

えたかを研究する。われわれはこの研究結果に基いて，鉄鋼独占体の管理支配

体制であるアメリカ鉄鋼協会とその「管理価格」制度たる基準点価格制度がど

のような役割壱果し，さらに国民経済とし、かなる関連にあるかを研究すること

にする。以上の研究によって従来の「管理価格」論に事実壱もって対置するこ

とによりその仮象的性格を明確にしうるであろう。

][ 30年代アメリカ鉄鋼業における生産と資本の集積

前章で確認した如く 30年代の鉄鋼独占体の解明の出発点として， その独占

的支配の関係の内容を規定する 30年代の生産と資本の集積の検討を行う乙と

にしよう。われわれは， この研究を第 I節で，集積過程の趨勢と 30年代の意

義及び鉄鋼業における大不況下の「合理化」の内容について研究し，第 E節で，

生産，労働，技術，原料資源等各諸要素における集積について具体的に検討す

zことにより， r管理価格」成立期の鉄鋼独占体の支配関係の諸特徴を明らか

にしたい。

(1)概観

われわれは 30年代の鉄鋼業における集積の概観を得るために， 20年代から

30年代にいたる集積過程を追跡することにしよう。ソープとグローダーは， 1:< 

ぼ同じ期間の集積について研究しているのでへ 彼等の研究に依拠しつつ分析

を進めることにする。彼等の研究は，鉄鋼業壱熔鉱炉業と鉄鋼圧延業に二分し，

集積指標を労働者数に求めているので利用に可成りの限界があり，この点に留

意しつつ他の資料で補って研究することにする。

第 1表は，上述の集積統計であるがこれを基礎に 20年代及び 30年代の集積

9) Thorp & Crowder， The Structurd o[ Industries， 1940 
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の諸特徴号みることにしよう。 20年代(1919-29);①熔鉱炉業では工場数，

労働者数ともに半減し集積は逆に低下したようにみえるが，小経営の大巾の駆

遂及び第 2表の示す如く生産の集積は更に高度に達したことを示している。

② 圧延業での大規模工場への集積は.70/0を占める工場が全労働者の 420/0を

集中するまでに達した。③ この期は，独占確立期に次ぐ第2の合同運動によ

りベ見レへム， リパブリツグ等の大鉄鋼企業の殆頭をもたらし 30年代におけ

第1衰鉄鋼業における集積推移 1919ー 1937

判 惜 拡 炉業

私竺lJ|量 lJ|稲
工場数 l9る

51人以下 27 7 8.0 

51- 100 46 23.6 I 24 I 22.9 13 

101- 250 71 43 33 

251- 500 31 15.9 21 23 26.5 

501-1，000 17 88 10 

l，{101-2，500 3 1.5 1.9 1 1.1 

2，500人以上

全工場数 209 105 I 100.0 87 

長長iU 1919 i m l 

101-250..... 10，902 26.2 I 7，022 I 28.1 I 5.237 I 22.7 

501-1.000 川 HT 
1.001-2，500 x 判ド x • 

(工場当平均〕 (加) I 

全労働者数 43，296 23.075 I 100.0 

場 ぞれぞれ直前の項目に含まれている。
Thorp & Crowder. The Struc::turc 01 lnd山 tries，p. 20 
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世3) 鉄鋼圧延業

唱で工場 ;11%ほ 1937 

% 工場数| % 

51人以下 56 9.5 34 8.3 

51- 100 52 65 33 

101 250 105 87 83 20_3 

251-500 106 94 71 17-3 

501-1.000 102 85 67 16.3 

1.001-2.500 100 74 69 16.9 

2.500人以上 35 7.2 35 

全工場数 521 486 410 I 100.0 

長五引
1929 

労働者数 1 % 労働者数 1 % 労働者数 1 % 

51人以下 1.101 04 0.3 0.2 

51-:- 100 1.9 1.3 0.5 

101-250 4.9 3.7 

251-500 問 50 戸工 '".513 I 5.4 I 

501-1.000 

1.001-2.500 

2，500人以上

(工場当平均) (7剖 | (812) ー

全労働者数 制問 I1000 4叩.342 I 100.0 

Thorp & Cro、Nder，ibid.， p. 20 

年度l工場数I炉数合計|期防ポ出 品町以上

1914 

1919 

11.:129 

1937 

Thorp & Crowder，め~d.. p. 25 

21 

46 
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る「寡占的構造」の形成を準備した明。

30年代(1929-37);①  熔鉱炉業では労働者の集積で前期と殆んど変化ない

が，第 2表にみる如く設備の大型化，生産件向上壱示す。⑧ 圧延業では小経

営は相対的にも絶対的にも減少し，最大規模工場(139も)が全労働者の 58%を

集中する高度の段階に達した。最後に，鉄鋼圧延業における工場当平均労働者

数を 10年を基準単位として増加率をみると次の通りである。 20年代=+12%.

30年代=+44%で.30年代の集積がh、かに高度であったかを理解しうる。以

上の如く鉄鋼業における生産の集積の異常なまでの進展は，何壱意味するもの

であろうか。この点は. r管理価格」研究の準備過程として簡単ι触れておか

ねばならない。レーュ yは. r帝国主義論』において，あらゆる種類の恐慌は

集積と独占への傾向を強め促進すると述ベた11)0 29年の世界大恐慌は， ドノレの

世界支配体制を政治的経済的にゆるがせ，就中アメリカ資本主義に深刻な影響

を及ぼした明。 この恐慌の深刻な作用は，従来みられた恐慌の清掃的性格を喪

失せしめ金融資本そのものの危機をもたらし一連の国家独占資本主義的諮措置

をとらしめた叫。この恐慌=危機によって規定された 30年代の「合理化Jは，

国家に寄生し，それを全面的に利用しながら独占的支配を再編強化するのみな

らず，国民経済全体をも「合理化」再編成するととによって客観的には戦時経

済体制の政治的経済的諸前提壱準備するものであった。

鉄鋼業はこの恐慌により深刻な影響を蒙ったのであって 32年には 20%を

害防操業度で鋼塊生産は 29年の水準で約 76%の低落という最悪の状態であ

った問。 この危機回避のため鉄鋼業の「合理化」は，基本的には過剰設備を温

存しつつNIRA(産業復興法)による「公正競争規準」により中小経営を強制的

に国家カノレテノレへ編入することにより独占的支配を再編強化した町。 これと結

10) 市川弘勝「アメりカ鉄鋼業の発展」 昭和 [6年， 105-110買。
11) νーニン「帝国土量輸」国民文庫版.38王。
12) グアルガ「世界恐慌史」第1巷永住訳，審照。
13) 島恭彦，国家拙占資本主載の本質と発展 「マノレタス極開学講座J(有斐閣版)3;池上惇「独

占的支田と国家セクターの増犬J;池上惇「国家独占資本主義論』有斐閣。
14) グアルガ，前掲書，市川，前掲書， 133耳。
15) cf. Daugherty. de-Chazeau & Stratton，耳目旬omicsof the bon and Steel Industry. Vol. 2 
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産生塊鋼表3
 

第

年度 1 % 1年度|玖 i年度 1%

1920 76 1930 63 

1921 34 1931 38 

1922 自1 1932 20 

1923 75 1933 33 

1914 59 1924 64 1934 38 

1915 78 1925 74 1935 49 

1916 93 1926 84 1936 68 

1917 91 1927 75 1937 73 

1918 85 1928 84 1938 40 

1919 64 1929 88 1939 65 

鋼塊生産能力指数 1914=100 
1914=1(}0 1919=137 

1929=161 1937=176 
銑鉄生産能力指数 1913=100 

1913=100 1921=119 
1929=119 19"37=118 

化」の一環として把握すべきことを示

唆している。次節ではこの「合理化」

過程に決定的役割を果した生産の集積について検討するととにしよう。

(2) 30年代における生産と資本の集積

鉄鋼業における 30年代の集積過程は前節でみたように犬恐慌を契機とする

「合理化」再編成過程に 第 4表企業形態別生産能力 1929

おいて促進されたのであ

って， それは幼年代の

第 2の合同運動によって

成立した少数の鉄鋼独占

体への生産と資本の一切

の諸要素の集中k他なら

ない。その具体的検討に

入る前に次の点を確認し

I I I銑鉄能jJ|鋼塊桔jJ1欄圧醐品
(千T) I 千T) I 千T)

一貫会社 22 印刷|ヤオ 82
(最大10社) (42.689)1 (77) (53，625)1 (81)1 (39，984)1 (74) 

準一貫会社 56 5価 91 4，519 1 8 

詐一貫会社 94 1 ~ 1 5醐 110 

7555114lhjす銑鉄外版業 41 

合計 213 叫 911J 師団111J

Daugherty， de-Chazea.u & Stratton. Er;cゅ10mics0/ 

Jm鈍 andSteel Inriustry， Vol. 1， pp. 21， 356より.

ておこう。

鉄鋼生産に従事する企業形態をアメリカでは次の囚形態に分類している町。

16) この分類中!日本の企業分類と比較してj ①は同様であり，②は日本の平炉メ カ ，喧は単
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① 一貫会社，② 準一貫会社，③非一貫会社，④銑鉄外販業である。就

中一貫会社は近代的鉄鋼業の特徴たる銑鋼 貫生産に従事する企業であって，

レーユY の述ベた「最高の発展段階に達した資本主義のきわめて重要な特質」町

たる混合企業であり，典型的な独占企業形態である。一貫会社の生産に占める

比重は，第4妾の通りであり，中でも最大 10社は，銑鉄 77%. 鋼塊 81%.

鋼材74%を集中し，この産業を支配するのは最大に見積ってもこの 10社であ

るといえよう。以上の事実を前提として生産と資本の各諸要素を順次考察する

ことにしよう。

1 生 産

われわれは，こ%で製銑，製鋼，庄延の順に考察することにしよう。

右表壱第4表と比較して 第5表鉄鋼生産能力 1937

|銑鉄問)I鋼塊官)I 翻需工〉わかるように.30年代に入

って生産能力は，一貫会社

へ一層集中したことがわか

る。 銑鉄生産の中で 8陥%

は製鋼用銑であり，その外

販半の非常に低い己と(7

一貫全社 45，953 (8的96 65951(909)略 491026(85T) s 

準一貫会社 (-) 7.097 (10) 5.508 (9) 

非一貫会社 (-) (-) 3，285 (6) 

銑鉄外班業 5.448 (11l (ー) 〔ー)

合 計 邑1.401(100) 73.048 (100) 57.819 (100) 

'10-37年〉は，殆んどが TNEC，H且.rings，Part 18， p. 10404 より

貫会社により生産され自家消費されることを示している18)0 鋼塊能力では一貫

会社はその 900/0を集中しており，銅塊生産の約 92%が平炉製鋼法によるもの

であるυ この平炉製鋼の主要原料は，上記の銑鉄ト屑鉄である。銑鉄は上述の

通り，一貫会社によって溶銑のまま使用される。他方屑鉄は工場屑(自家用屑)

を購入屑に大別され，前者は自工場内で発生するものであり，後者は，企業外

から購入するものであって，この工場屑と購入屑の装入比は，工場屑が大きな

割合を占めており，ここでも屑鉄の一級品は，一貫会社が最大の生産者であっ

庄メ カーに準ずる。
17) レ エン「帝国主義論」国民文庫版， 23頁。
18)τNEC， Hearings， Part 18. p. 10397 
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炉別屑鉄装入比 1936
て，質・量共に優位に立っているのであ

屑 鉄 る。 圧延工程で生産される鋼材は， 普
購入居自家用屑 計銑鉄

通， 熱閑圧延仕上製品と再仕上げ製品
平炉 26.0 28.5 54.5 45.5 

ベッセ 0.3 5.9 6.2 93.8 (1町 therfinbhed steel) に大別され，前
マー炉

電炉 47.7 50.5 98.2 1.8 者にあっては第 5表の示すように一貫会

(Mi附 -alYeay Bookより〉
社がその 850/0を集中している o さらに

上の分類に従ヮて主要製品の能力分布をみるならば，第 6，7表の通りである。

第 6表主要熱間仕上げ鋼材能力 1938

|全産業能力|一貫会社 l門会社 1-社

千T 1 %千TI%千T 1 %千~
重構造用型鋼 附71 1曲目171 961 150 1 41 -1 一

厚 板

熱間圧延雨板 4 

熱間圧Eλ トリップ

重 軌 条 2.650 I 100 

ワイヤー .p~ ド 804 I 18 3 

ターン用黒板 96 I 5 

マーチャ γ ト棒鋼 589 I 6 5 

TNEC， Heanngs， Part 18. p. 10405 

第 7表主要再仕上げ鋼材能力 1938

千T 1 % 

一貫会社!一 社 | 一 社 l

冷間庄延薄板 品 94I 90 出 1 41 3051 6

冷間圧延ストリップ :::¥ ;:1 ;;:11:1 ::~I 5:
1 

普 通 線 材 4，495 I 100 

プリキ ター γ板 115 I 3 ;;1 鋼 管 4 1.648 I 22 I 
綿 材 製 品 l3.67411加 2，778 I 76 4 

TNEC， Hear:ings， PaTt 18. p. 10405 



68 (388) 第四巻第4号

これより次の点が指摘しうるc 第 1に，全体としては，一貫会社が生産の前

段階における集中を基礎としてこの分野でも 85%の能力壱集中してし、る o ま

た一貫会社は，準一貫会社以下の中小資本に対し素材の供給関係を中心とする

支配と被支配の関係にある。第zに，第 6. 7表の示す如く品種によって一貫

会社の集中度は不均等である。重軌条，厚板等の従来需要の中心であった重銅

品では一貫会社の集中度は非常に高し他方薄板，ストリップ等の加工度の高

い軽鋼品では集中度の低いととを示Lているロこれは，自動車産業，製缶業等

等のf台頭による産業構造の変化によって，鋼材の中心品種が薄板等の軽鋼品に

移ったこと等によるものであれこの分野に対する一貫会社の「合理化」の一

環として進出，支配確立の対象であることを示している。

2 労働者

前項の生産と技術の側面における集積の考察が明らかにしたように 30年代

における一貫会社への集中は，

殆んど完全なまでに少数の独

占体の手に掌還されるところ

となっているo 次にわれわれ

は，これと関連して鉄鋼労働

者の集積について考察を開始

しよう。第8表は，以上の集

積に伴う鉄鋼労働者の作業場

第 8 妄企業~Ij労働者分布 1933

|全従業員!工場労働者 i俸給労働者

全会社 叫 3411J

一貫会社 263.3711 82 

準一貫会社 24，8381 L2751 7 

非一貫会社

銑鉄外胆業 2.878 I 2.邑70I 

naugh町 ty& others， ot.-'cit.， p. 141 

内を中心とする企業別の分布を示したものである。これによれば，一貫会社は，

労働者全体の約8割としづ集中度を示してし、る o 労働者の殆んどが一貫会社へ

集中するというこの 30年代の労働者の集積こそは， 作業場内における「合理

化J過程の内容を規定する重要な要素を構成するものであり，次にこの鉄鋼労

働者のキ要な特徴について樹観するととにしよう。

「職種別構成1 第 9表は，鉄鋼業の雇用者の職種別構成を示すものである o

その内容は次の通りである。
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第 9表鉄鋼業従業員職種構成 1933

職 種 i従業員数 1百分比

管理者階層 16.900 5.1 

専門家階層 11.400 34 

!技術者 (8.400) (2.5) 

営業関係者 (3.000) (0.9) 

労 働 者 309.800 91.5 

障給労働者 26，800 6.0 

工場労働者 283，000 85.5 

182，500 54.9 

機械補憧サ ピス 1-00.500 30.6 

合 計 338，100 100咽0%

管理者階層 トッフaマネージメント

である重役及び高級職員等の上級管理

層とフォアマン等の職制を含む下級管

理者。

専門家層ーこの中で，技術者とは，

J合金，化学関係のいわゆる技術者，製

図家，写真技術者等及び会計土，監査

土，ケースワ カ までも含まれてい

る。また営業関係者には，販売員や販

売部門に従事する従業員，販売代理人，

Duugherty & others， op. cit.， p. 116 広告代理人等も含まれる。

俸給労働者一俸給を受けている労働者で上記の管理職以外の事務関係労働者。

工場労働者 製造関係労働者は，本来の製造工程に従事する炉前工，圧延工

等で，機械補修サーピ月関係労働者は，補助経営部門の労働者から大工，守衛，

企業警察員や雑役等の職種も含む町。従って労働者の比重の拡大，機械補修労

働者及び職員，就中「管理者階層」の比率の高さが特徴的である。

〔性別年齢別構成〕 女子労働者の比率は非常に低く 3%を割っており，年

齢別では，未成年及び老年者が特に少し作業の性質を反映したものといえよ

よ '"lノ。

[熟練度別構成〕 第 10表の通り，熟練労働者は全体の 24'Jもを占めるにす

ぎず，製造関係では 12%，機械補修サーピスでは 45%を占め特に前者の比率

が非常に低い。未熟練労働者は全体の 46%を占め特に製造関係では 47%を占

めており，上記の点からもわかるように単純労働の比率の非常に高いことを示

す。

L人種別構成〕 米国生白人 60%，外国生白人 300/0，黒人メキシコ他 10%

19) Daugherty & others， op. cit.， p. 117 

20) lbid.， P 119 
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の比率で，全産業構成の 69%. 230/0. 8 %. と比較して移民黒人労働者割合

の特に高いこと壱示している町。さらに人種構成と熟練別構成との関連を第!()

表よりみれば，移民労働者，黒人労働者の殆んどが製造関係における未熟練労

第10表 労働者熟練度・人種別構成 1933 

|米国生当人!外国生白人|黒 人|メキシコ人他|合

工場骨働者』到旦空 |肝醐 1100"1田川 l同日001叫型例 100%1

山一…一同
山
古田日

古jfJ11fJ71l
製造聞係労働者 46.6 36.5 13.8 '.1 100 

調

練

醜
熱

熱

熱

準

未(
 

ゅ
ん
時
内

υ
w
d

担

問

品

目

仙

32.7 

33.4 

40.4 

ι3 
7.8 

M

M

U

 

100 

100 

100 21.2 

!?日:111ト17日「
21) Ibia.. p. 119-124 
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働に従事して，米国生白人労働者とは対照的に，差別的労働条件におかれてい

ることを示している。

3 鋼材関連加工業

鉄鋼業は，その生産した製品を素材に加工を行う鋼材2次 3次加工業の非常

に広範な部門を自己の支配下においており，これらの部門壱犠牲として超過利

潤を収奪している。これら加工業の業種は多岐にわたっているが，棒鋼の 2次

製品たる磨棒鋼，ポノレト，ナット，線材2次製品たる鉄線，釘類，針金，有刺

鉄線，鋼索等々から各種金属加工に及ぶ。

これら関連加工部門の概況をセγサス資料で検討しよう。すなわちセンサ月

項目の「鉄鋼及びその製品Jから本来的鉄鋼部門を除けば，ほぽ該当部門に近

いものが得られよう。

工場数 雇用労働者 支払賃金額(千ドノレ)

「鉄鋼及びその製品J8，345 000%) 1，166，287 000%) 1，661，046 (100%) 

{鉄鋼業 師( 6) 叫 7 ( 43 ) 町 8 ( 49 ) 

その他 7，848 ( 94) 663，870 ( 67) 843，267 ( 51 ) 

以上のように，鉄鋼業は工場数において僅か 6%壱占めるにすぎないが，労

働者数で 43lJも，賃金額でも 49%を占め，工場当平均労働者数では1.010名で

ある。一方加工業では工場数の 94%を占めながら工場当平均労働者数は約 85

名にすぎず小規模経営がし、かに支配的であるかを示している。また各業種別の

概況は第 11表の通りであって， 本社を有する工場の比率を 1つの集中指標と

見るならば，全体として小経蛍の支配的なことがこれによっても確認しうる。

向表中の製缶業は，純然たる加工業ではなくてーの独占的産業であれアメリ

カ製缶 γ チネンタノレ製缶等の独占企業の存在する産業である。これら加工

業におけるもう 1つの特徴は，鉄鋼独占休が系列支配或は直接にとの分野に進

出し中小経営を収奪し駆遂しているのであって，鍛造品，練鉄，鍛接管，線材

加工，構造用型鋼加工等はその代表的なものである。例えば，構造用型鋼の加

工業では， その取扱の大半は， U.Sスチーノレの子会社アメリカンブリッジ，

及びベスレへムの子会社マグリ Y ティッグマーシャノレの 2社で掌握されている。



叶
N 

(
邑
日
)

噛
明
子
咽

瀦
苫
蝉

(センサスより)

工場数 労 働 者 | 支払賃金額(千円レ)

業 種

合計1T雪量 合計| 内も本っ社会社を Iムコ 三引tI 内も本つ社全社を
ラ6 ヲ6 ヲ略

鋳鉄管 フィッテ 4 ソグ 16 75 39 52.0 17.613 10.421 日 2 18，083 10，574 58.5 235 

各 種 甜 造 品 24 194 42 21.6 18，国S 5，936 32.5 27，6邑日 9.489 34.3 94 

可鍛鋳鉄 鼠鯖鉄製品 108 1，239 182 14.7 120，024 54，892 45.7 158，588 77，591 48，9 97 

練 鉄 鍍 接 管 11 53 19 35.8 14，125 8，587 60.8 19.436 11，758 60.5 266 

i撮 材 ヨl 抜 製 凹ロ 32 93 49 52.7 24，到。 19，091 77.7 33，967 26，739 78.7 264 

そ の 他 組制加工 44 563 101 17.9 33.471 ' 17.1叩 51.1 39.207 20，857 53.2 " 
構造用型鋼加工 45 1.132 102 9.0 38，自14 16，2回 41.7 53，898 24，199 44.9 34 

ボルトナタトワッシャーリベット 12 138 " 20.3 
16，840 6，243 37.1 22，088 8，656 39.2 122 

釘 類 ス パイク 4 42 6 14.3 2.432 649 26.7 2，747 810 29.5 58 

鋼製ノミレル ケッグ ドラム 17 58 33 56.9 6，231 4.437 71.2 7.357 5，185 70.5 107 

プ リ 千缶 そ の 他 32 224 128 57.1 33，145 27，9園 84.4 37，194 31.507 84.7 103 

ポ イ ラ 32 453 47 10.4 24.485 10.6曲 435 33，842 15.469 45.7 54 

I 具 類 23 369 41 11.1 17，612 6，2岨 35.2 21.132 7，361 34.8 48 

刃 物 類 21 251 28 11.2 16.830 4，8回 28.5 18，634 5.172 27.8 67 

鋸 類 5 80 12 150 4，384 2，5描 57.6 5，576 3，171 56.9 105 

ドァー シァッタ← 窓枠サッシュ 13 154 19 12.3 8.408 3，072 36.5 11，879 4，763 40.1 55 

ねじっき各種器具 11 3JJ 17 5.5 21.287 5.681 26.7 28，030 7，157 25.5 65 

料理用加熱器具 62 830 119 143 89，287 38，017 42.6 111， 788 5~009 44，7 107 

金属打抜， 押型各種製品 52 743 81 10.9 61.092 21，534 35.2 73，141 28，653 39.2 82 

フ 7 イ " 5 21 7 33.3 3，715 3.274 881 4，816 4，286 89.2 177 

鋼製ス プ ;/ グP 9 57 14 24.6 3.902 2.122 544 5.804 3，287 566 68 

ライアルピストル小 火 器 類 4 21 6 28.6 6.847 4，410 64.4 9，670 6，202 60  210 

金 属 加 工 31 428 13 10.0 53，000 24，599 464 65，274 33，090 5~7 124 

鉛 管 附 属 国恒 2l 241 34 14.1 4，384 2，526 57.6 5】576 3，171 56.9 18 

そ の 他 7 78 9 11.5 2，251 374 16.6 2，822 490 17.4 29 

1937 鉄鋼関 連 産 業 概 況第 11表
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だがこの分野の加工業者は全部で 450~500 と推定されている 2九 この加工業

に対する支配は早くから行われたが特に30年代の大不況以来この傾向は顕著な

ものとなりこの期の集中の特徴の 1つになっている。

4 鉄鉱石一一鉄鋼業により消費される原料資源は，鉄鉱石，石灰石，非鉄

鉱石等多種類にわたり大量消費される。したがって鉄鋼業における原料資源の

意義は特に重要である。かつて合衆国会社局は U.Sスチ ノレの独占的地位

に占める鉄鉱石の意義について次のように述ベた。

「鉄鋼業全体に占めるスチーノレコーポレ-yョンの地位が，独占的性格を有

するのは，主としてキの鉱石所有及ヴ鉱石輸送の支配によるものである。j町

以下アメリカ鉄鋼業において当時最も重要な意義を持っていた五大湖地方の

鉄鉱石資源に限定して考察を行うととにするの

この産業に対する鉄鉱石の供給は，圏内資源と中南米の海外資源によって行

われていたが2ペ しかもこの供給の大部分は園内資源に依存していた。国内資

源は五大湖地方と南部アラパマ州辺が中心をな L 就中豆大湖地方は国内鉱石

第 12表五大淵地方鉄鉱石出荷 1937

会 社 |出荷量 T下%1
Oliver ITon Mining Co 

Pickands勘1athcr& c。
26.648，159 1 42.2 

13，816，3:32 I 21.9 I 

The口明 eland-CliffsIron Co. 5，733.879 I 9.1! 

l'he M. A. Hanna白 I 2.2四!叫2i 35 i 

Butler Brothers 1.817.7叩 2.9! 

Oglebay， Nort凹&Co. 1.636，577 I 2.6! 

その他拡石会社(7社1 ，816，291I 2.9 I 

鉄鋼会社(除く U.Sスチル I 9.4旧 541i 14.9 I 

合 計 I63，110.000! 1白川
TNEC， Hearings. Part 18， p. 10426 

22) Ibid.. pp. 486-497 

23) Curtis， T1州 $1and E，向 nomicControl， p 汚"

の 850/0以上を供給した町。

五大湖地方の鉱石開発は19

世紀後半にさかのぼり，世紀

末より急速に発展したが，こ

れは同時に鉄鉱石資源の独占

的集中過程でもあった。特に

画期壱なしたのは U.S スチ

ーノレの成立で同社はこの地域

鉱石資源の約 5割を掌握した

24) 海外資源の車得については 賢料の関係上論じえなかったがj ベスレヘムは，キューパ鉄鉱床
の殆んどを独占しており U. S スチ ルまヲリに鉄鉱山を有するといわれる。 cf.TNEC， 
Hearings， Part， 18; -W. Adams， The Structure of Americ開 I笥加"叩， p. 162 

25) TNEC， 1主carings，Pa.rt 18， pp. 10220-10221 
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といわれる叫。更に 20年代鉄鋼業の第 2の合同運動と大不況は一層その集中

を促進した。第12表は五大湖鉱石の出荷状況を示したものだが，オリバー社は

U.S.スチーノレの子会社で同社鉱石の殆んどを供給し 30年代末まで競争者に一

切販売しなかった。 U.Sスチーノレ以外の大一貫会社は， 直接取得又は賃借に

より鉱山経営にあたる場合，及び鉄鉱山会社から鉱石開発の共同出資人として

利権を取得しこれにより鉱石を得る場合の二方式により鉱石確保壱行。た的。

これら一貫会社と並び鉱石資源をその手に集中しているのが，ピカンズ社，ク

リープラ y ド社，ハユ/ナ社である。 これら人鉱山会社は U.Sスチーノレに次ぐ

鉱石独占体であってその所有する鉱石資源を通じてその支配を中小鉱山会社の

みならず，鉄鋼会社にまで及ぼしている酌。

以上のような鉄鉱石の独占は，さらに輸送T段である運鉱鉄道会社，湖上貨

物船会社， 港湾荷揚設備等の支配によって， より一層強固なものとなってい

る町。かくして，五犬糊地方の鉄鉱石は， 一方では U.Sスチーノレの鉄鉱石資

源の半ばを占める強固な独占と他方では，上記の鉱石独占体と大一貫会社によ

って，殆んど完全なまで掌握されていた。アダムスはこの鉱石資源の独占につ

いて述ベている。

「鉄鉱石の集中的所有は，文一貫生産者達の寡占的支配を強化してきたし，

新しい鉱石資源の開発が何らかの形で現状を変化させるということはなさそう

に思われる。事実，現状よりすれば，この本源的原料資源の支配は，過去にお

けるよりも将来において更に 層集中されるであろう。よって将来の鉄鋼業の

競争に深い影響を及ぼすであろう。」叩)

以上.30年代における鉄鋼業の生産の集積について，順次その主な要素につ

いて具体的に考察を加えてきた。

26) cf. H. R. Mussey， Con池inatω路叫 M叩問:gIndt叫叩 A S;如 dy01 Concent問 t，帥 削 Lake

SuperioγIγ0偽 OreP叩 ducti叩

27) TNEC， Hearings， Part 18， pp. 10226-10227 
~~) Ibid.， pp. 10225-10270 

29) 市川，前掲書， 155-158頁;S. N. Whitney， Antitrust Policies， Vol. 1， pp. 318-319 
30) W. Adams， op. cit.， p. 160 
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TNEC， Mono. 29， pp. 304-309 

このような30年代の集積，生産の諸要素の僅かな一貫会社のもとへの集中は，

必然的に一貫会社， 就中最大 10社の投下資本や株式面における集中に反映せ

ざるをえない。 U.S スチーノレの株主数は， 30年代に入って 20方人を上回

第14表鉄鋼最大 10社投下資本 1937

I (言訂正了%
1. U. S. Steel Corp. 1.717.92 (40) 

Bethlehem Steel Corp. 656.68 I ( 15 

Republ比 SteelCorp. 329.50 I ( 8 ) 

4. Jone:s & Laughlin Stccl Cot"p. 198.Gl I ( 5 ) 

5. Youngstown Sheet & Tube Co.， I 19934 I ( 5 ) 

(最大 5 社合計 (3.102.05)1 ((  73 )) 

6. Inland Stecl Co. 179.69 I ( 4 ) 

7. American Rolling Mill Co.， 143.36 I ( 3 ) 

8. National Steel Corp. 132.62 I ( 3 ) 

9. Wheeling Steel Corp. 110.37 ( 3 )  

1な CrucibleSteel Co. of America 田 591(')

(投大 10 社合計臼，7716回 1 ((  88刀

合母国総計 4，281-26 I (100.0) 

り， ミーンズの主張する

「所有と支配の分離」は

完全な域に達Lたのであ

るが，それは決して経営

者の支配する私企業的性

格を喪失した「集団的企

業」ではない。事実の示

すところは， 第 13表の

示す通り，鉄鋼最大8社

の普通株所有では，株主

全体の 0.8%が， 株式数の半ばを所有しているのである。さらに鉄鋼業におけ

る投下資本の集中について最後にみておくならば， 実に投下資本の 88%が最

大 10社の手に集中しているのである(第 H表)。

皿 結 論

以上簡単に考察したように， 30年代ノ'メリカ鉄鋼業における生産と資本の集
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積は， 大恐慌を契機とする「合理化」再編成の中で巨大な段階に到達した。

「管理価格」論解明の出発点を鉄鋼独占体の支配関係の内容に求めるとすれば，

この支配関係を成立せしめる以上の集積についての考察により次の点が確認さ

れる o

30年代の鉄鋼業における各要素の集積は，生産，労働，技術，原料資源の在

要素にみられるように殆んど完全に少数の巨大独占体に掌握されている。よっ

てこの集積こそは「管理価格」制度を生み出した独占的支配関係の内容であれ

「合理化」再編成過程において決定的役割を果したものである。これにより成

立した巨犬鉄鋼独占休こそは，第 1に，生産の集積に上る労働者の集積の結果，

作業場内における労働者の比重の拡大と差別的労働条件にある移民黒人労働者

の最大限の利用に結びつくこと，文作業工程の合理化再編成がこの過程を促進

すること。第 2に，集積は原料資源の独占を強め，更に輸送手段の独占がこれ

を補強すること，故に鉄鋼業における独占とは，これら関連部門への支配関係

により強毘に補強されていること。第3に，鉄鋼独占体は同産業内の中小企業

を完全に排除しないのみか，むしろこの競争的要素を最大限に利用し支配関係

を確立すること。

以上の諸点は 30年代の大不況にあって， 生産の無政府性， 投機的要素，

不安定性を強める基礎であって，独占体は，一方ではこの集積により達成した

生産の社会化の成果を私的独占体の利益に転化したのであった。次稿で述べる

ように「管理価指」制度は 4れらの諸結果を強め促進する槙梓であるため，

「安定」に対する「反対物」が拡よ再生産されざるをえなくなるのである。よ

3てミーンズの主張する「管J:!Il価格」の安定性の基礎は，商品生産と私的所有

の基礎上での集積=支配関係である以上，新しい要素=支配関係け郎、要素士

価格競争との絶えざる矛盾にあるのである。次稿では更に一歩進めて独占体の

内部構造と市場支配の相互関係壱より一層詳細に考察することにする。(終〕


